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北スラウニシ日本人会の皆様？

ＴＯ　の4コ836日22

ｌ

・「

在マカッサル日本国簡領事

後藤　　昭

今年も後半に入ってまいりましたが、皆様におかれましては、ご健廟わこと

と存じます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

インドネシアでは、今年も自然災害を含め様々な事件・事故が発生しせいま

すが、皆様が無事に滞在されていることが、何よりです。

ご承知のようにインドネシアは広大な領域と多数の人目を有しており．、国家

として安寧秩序を維持していくことには、それ相応の国華が伴います。加えて、

き然災害が起きますと、その困難さは計り知れません。テロ発生に対す・る予防

策は可能であっても、自然災害に対する予防策はなかなか難しいという：のが現

異です。

商匹の貴会会報でも言及しましたが、今、インドネシアで最大の懸密とされ

るものの一つｉｉ、鳥インフルエンザ問題であると考えます。ご承知のよこうにィ．

ンドネシア人の多くは、鳥インフルエンザ感染にあまり危機感を有してｌいない

ように見受けられれます。これは、大変残念であると同時に、由々しきことで

あると考えます。貴会の今回会報の中に、烏インフルエンザ対策に関する繹別

高裁がありますので、これを参考にされて自分なりの自己防衛策を前章て頂け

ればと思います。特別掲載の中にも言及されていますが、基本中の盈射限外

扇、ら烹ったら手洗い（出来れば石痕で）・うがいの励行と、・死んだ家禽には

絶対に近寄らない、触れない。高熱等の症状が出た場合には、可及的速やかに

最寄りの借着できる医者・病院で診療を受けるということです。詳しく．は特別

亮穀をお読み下さい。

以土、明るい話題ではありませんが、「備えあれば憂いなし」というノ格首の

宕く冥行をれることを雇っています。

そして皆様が今年も平穏無事に過ごされることを切に放っています。

Ｐ．由⊇／82



Ｎ草野ＳＷＥＥＫニューズウイーク日本版

場外で暮ら勘2005年摘16・23日夏季合併号に、マナド（ガド）の邦人二人が登場！！

玲子・ダウニ

・今年の夏・素晴らしいニュース机一部のメナ嘩人のメールでやりとりされていました。

細キ・あの有名雑誌ＮＥＷＳＷＥ跳（ニューズ勿－ク）が、メナド（マナド）の邦人二人を特集で取り上げた二ュ十スで

た。特躾タイトルは

ｒ海外で新しい人生海外で暮らすｊ－どこか懐かしくて、実に多様なアジアの国々。ｒ海外で暮らすｊシリャズ、今糾

アジア在職遅12都市で心豊かに生きる人たちを紹介。

メナド（マナド）は・ｒダイバーが愛する南海のリゾートｊく蟄雑誌49ページから）としうことで、タイビンヴセンタータラサでイ：

ストラクターとしてダイビングの仕事に従事している、自奉入会でもお馴染みの勝美恵理さん（通称エリちゃん）と、日本ノ

会では懇歌会幹事く飲み会幹事？）を引き受ける、ブナケン島で小型ネイチャーリゾートを経営する私、玲子・ダウ二・一

の霧人女性二人が堂々培介されました。再び長崎さんの、ｒ日本で強くなったの埠本当に女性だけだ…。Ｊというため屋

が聞こえてきそうですが（笑）。

そもそもの発矧ま、ニユ‾ズウイーク日本版を発行している・（株）阪急コミュニケーションズのニューズウイーク日本版搾業

部の井口貴子さんから、エリちゃんの所に連絡が入り、エリちゃんが私にも連絡をくれて、在住邦人二人の取材が決定。

もともとダイバーではない井口さんですが、

ｒメナドにはなんとなく縁があって、菅から知っていました。言語学をやっている友人が、メナド局辺の現地語の記述で博士

論文を書くとかいうことで、よくそちらに調査に行っていて、そのたびにｒダイビングのために行くなら最高の場所なんだけどお

－ｊという話を聞いていたのです。それから、10年以上前にアメリカにいたと草から親しくしている華僑系インドネシア人のし

友人兄妹がいるのですが、彼らの実家がメナドにあって、是非遊びにおいでよとよく言われていました。毎年この特集の都

市を遭′ｉこ作業をするたびに、メナドを取り上げたらいいのにと思いつつ、アジア枠が少なくてなかなか実現しなかったのです

が、今回はアジアの街だけ篭紹介するということになり、この機会にぜひ、と思ったわけです。」

十数年という長い年月の間、深い海底に細く静かに横たわっていた運命の糸が、遥かな日本から急にたぐり寄せられるが

ごとく、今年之．106年初夏、ようやくエリちゃんのところに1通のメールが飛んできたというわけです。

「頑張っていると、面白いこともある」それが、この報誌の掲載号を芋にした時の、私の一番の感想でした。

ここ広義に惚れ、甘い夢だけを見てインドネシアの片田舎ともいえる、電気も水も埼足にない、電話線もない島、ブナケン

鳥に完全移住して7年半。ただ居住するわけにもいかす、夫婦で舛ビングリゾート経営で食べていこうと決心したまでは

良かったけれど、日々ヒマラヤのようにそびえ立つ現地住民との間のカルチャーショツウ、建築技術レベルの大きなギャップ、

文明生活の欠如（笑）、気候、食事環境、自然との戟Ｌｌ。気づかないうちに体力を消耗しきる暑さになかなか憤れない

休といし∴都会育ちの私にとっては、夢のパラタイスどころか、人生が正に“イバラの逼’’に。最初の1年間は、こんなハズ

じゃなかったと泣き、現状をなかもか受け入れられずに旗を立て、つくづく自分の甘さを思い知らされる白々。とはいえ、も

はやこの霞から逃げ出す資金もなく。

2



ｒにの辛地で日本人が）絶対に成功するハスがない。Ｊと在住邦人の方やここの土地で矧こ痛手を受けた日本の握

家たちや旅行代理店から、同債を通り越して批判めいたコメントが早々に聞こえてさても、当時はとにかく必死。会を

一貞としての仕事も時節の管理もしたことのない項埠の人たちに、お給料を払って来てもらい、ゼロから全てを教えてｆ

作業の塘り返しを続けてきました。ｒ英語は特に習うつもりはない。止言い切手彼らに代わり、現地語を、彼らのおしや・

が集中する台所で働いて覚え、なんとかコミュニケーションもとれるようになりました。

数々の醜題を乗り越えようやく宿らしくおうてくると、今度は他のリゾートからの縄張り争い的ポリティクスまで始まり・‥。1

夢見た南の島伽Ｔラダイスに住むのも決して楽なことじゃありません。

つきなみな言い方ですが、強靭なポジティブ積神を持つパーけ－であるラフ的、なければ、深刻に考えがちなタイプα

の判斬だけでは、ここまでやって乗ることは不可能でした。

こう．してヨ々戦ってきた島での波乱万丈生活。今では、いたって晋通出身の？私達の生き方に共喝、応援してくれ老

ストの方々が日本各地、海外にもいらっしゃいます。今でもカルチャーショックや外部からのポリティクスがなくなったわト

はありませんが、それらが原因で始まる夫婦喧嘩において、ラフも海にモノを投げることはなくなりましたし、私も彼に向貫

てモノを投げつけることもなくなりました。ある程度のことは笑ってすませる余裕も出てきた、というところでしょうか（笑）。

昨年の夏はテレビ朝日のｒポカポカ地球家族」にも登増させてもらい、今年の4月には、日本のスターパッウスのフリー′

パー情報誌（全国版〉ｒスターバツウスプレスｊインドネシア密集にも協力、登場させていただきました。

皆椋もご存知のとおり、この国は観光業にとっては致命的な、テロ、地震、津波と、骨に不安定な寺潜かつきない国て

し、ただでさえ日本からの直行便がないため、まだまだ一触こは馳染みのない場所。それでもひたすらメナド（マナド）の

安の良さ、ブナケン島のサンゴ礎の海の素晴らしさ、この海の持つ底力を、こうしたメディア、タイピング雑誌などで根気く

紹介。雑誌上で旅行代理店が広告を組んで作り上げる“注目彿行き先プ⊥ム”にのって、メナド（マナド）は今やタイノ‘

の間で知ら副、人はいなくなったと言っても良いくらいのデスティネーションになりました。

今、ビジネスのほうはマイペースながらも軌道に乗りつつあり、今後の新たな将来に目を向けているところです。

「商売は十年一区切り」というのを解いたことがありますが、うちもｌ‘ブナケン・テヤチヤ”の楕想を練り始めてから、そろそそ

んな「一ｍ区切り」を迎えたといったところでしょうか。

「頑張二）ていると、面白いこともある。」

このｒ－・区切り」に、面白いチャンスを与えてくれた、エリちゃん（勝美恵理さん）、編象部の井口さんに感謝！！

そして移住以来、私達夫婦を陰ながら励ましサポートして下さる、元日本入会会報編集長川口博康氏、この地て

知り合いになって長いその他の日本人会会員の皆様にもこの場を借りてお礼申し上げます。

今後ともなにとぞよろしくお願いいたします。

ブナケン・テヤチヤ・ネイチャー・リソー

玲子・ダウ＝

ＵＲＬｗｖ州，ｂｕｎ色ｋｅｎｃｔｌａＣｈａ．ｃｏｍ4

Ｅｍａｉｌ：ｉｎｆｑｉ＠ｂｕｎａｋｅｎｃｈａｃｈａ－Ｃｉ
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玲子・ダウニー

う切スタッフに前かげっと・「ここにもいるよ。止害われていた・あの・、スラウ王シ厨有権の動物のひとつで、世界最小

ウイスの猿として世界的にも有名なｒタルシウスふその類稀な極小サイズによ玖親指ザルとい或ニッウトムを

持つこの猿ですが・昨年刊、に、チヤテヤ・リゾートのダイニングエリア義を数メートル皐がった木々に群れているのをこの
臣で見てしまいました。

三言名では”スラウェシメガネサル”と呼ばれるこがタルシウスＪ、このあなりで塔スラウユシ本島臥メナドとは反対鰍こ

ある遠野ピトンにある・タンココ国立自然公園に脚、住んでいないものだと言われているので、これを発見した時は
当愚夫轟き！

以裏からスタッフにはｒ表にいるよ。」と言われていたんですが、まさかそ坤食重な動物がうちの敷地内コテージ楓こ

棲んで教は思えず・錠冗談話好きなこちらの人にからかわれているんだろう、く・らいにしか思っていませんでした？

箆に書籍もご存知かもしれませんが、タンココ国立公歯を訪れるツアー時、ツーリストや現地駐在員なら誰でも一度

は二がタルシウス」を拝みに行く、いわば北スラウエシを代表する人気ツアー。それだがタルシウス」は大変珍しい生

き観で、しかも夜行性、普段は人臣につきにくい勒物なのです。

（タメ土・シウスに騎する詳細は、かつて会報議集をやっておられた川井氏が、以前非常に詳しい記事を会報に出されて
いたことが。ぜひあの記事はリバイバルしたいですね－。）

とこうが、ある日「いっぱいいるよ！」と害われ、．ようやく重い腰をあげて見に行ったら、「あっ・・・ノ！ホント、いたいた！」
夜そ；1ほど視力の強くない私さえ、少なくとも3匹は目撃しました。他の人は4匹見たそうです。

毒の半分くらいある大きな巨。長いシツボ。それを使ってピョンピョンと飛ぶように枚から枝へ移動する毛むくじゃらで小

さな動物。映画グレムリンに出てくるビクモ？にそっくりのこの動物は間違いなく、あのタンココ国立公盤で見たｒタルシ

ウス二でした。

しかも蕎指サイズと言われる小さな体格ながら、ものすごく大きな甲高い芦で鳴く～ですよこれが。
凄み家である木から夕方5時半頃出てきて、夜通しエサを探しに行く前と、早朝5時ぐらいに棲み家に戻って来て、

就事する餞の2画にわたうて鳴く習慣のようで、時間もゴム時間が垣用されるインドネシアの如こ？なかなか正種。

冥這二の軌、喝き声は、移住以来、コテージ近辺で頻繁に聞いており、私と主人はほぼ6年間ものあいだ、夜行性

の’．．セキにうもり）”の声だと勝手に勘違いしてし咤ので、実際に姿を見たのは昨年櫻初めてでした。

それら乗、この外しシウスたちはほぼ毎日だったり、数日おきだったりする時もありますが、夕方になると、リゾートの裏

でモム甲高い烏のような声を響かせており、彼らがチヤチやの敷地内で確実に、私達と共に暮らしていることを気づか

せてく㍑ます。

スラ二二シ琶青複で、画定記念動物ともいえるこのｒタルシウス」。

この∵ぅルシウスｊ以外にも、有袋類のコアラと同類にあたる動物、「ウスウスＪも棲んでおり・雨が降った後の夜など、た

茸に敷地内の本の上で、これまた別の類の程がしい声で鳴いております。これはなんと交尾中の声なのだとか。

契沃三塚との岳然が今でも豊かに息づく島、ブナケン巴。

今後も海だけではないこの島の魅力を発見していくのが楽しみな毎日です。
ブナケン・テヤチヤ・ネイチヤ【・リゾート

玲子・ダウニー

ＵＲＬ；Ｗ脚Ｊ．ｂｕｎａｋｅｎｃｈ8Ｃｈ8．ｃｏｍ4ｐ！

【ｍａｉｌ：ｉｎｆｄ＠ｂＬ冊ｋｅｎｃｈａｃｈａ．ｃｏｍ㍉
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最近、改めて思ったこと・・・

勝見恵理

みなさん、こんにちは・・・サンテイカホテル内にあるタラサダイブセンターに勤務し

て早いもので4年半‥・メナドでの生活の中で「どうしてこんな事が許されるの？？」とか

「もっとこうすれば能率がよくなるのにｊ　とかいうのはいつも思っていることですが。最

近もこのようなことがありました。

私は約1年ぐらい前から、サンテイカホテル内にあるアパート（1軒や）にオランダ人夫婦

と住んでいます。前はホテル暮らしだったのでやっと自分の部屋らしきものができました。

その自分の詐屋をちょっと気分転換も兼ねて模様替えしようと思い、カーテン＆ベットシー

ツ＆枕カバーなど新しくしようと思って布地を買いに行きました。メナドの昔のマタバリの

隣にある生鞄屋さんです。1Ｆにはドレスにするようなゴージャスな生地がたくさんありま

した。これでメナドの女性は教会やパーティーに着ていくドレスを作ります。一通り見て

みましたが、あんまり気に入ったものはありません。一つだけ「これならワンピースぐら

し、作ってもいＵ．、かな？」という生地がありましたが。アジアンチックな生地があり「これな

らテーブルクコスやカーテン、クッションカバーなんか作ったらかわいいかも」っていう

のもありました。2Ｐは男性用のスーツの生地とベッドシーツやカーテンの布地があります。

私の目的はベッドシーツ＆カーテン用の布地・・・2Ｆに上がってそこのコーナーに行き

ました。一通り見たけどどれもイマイチ。色も柄も私の好み（たぶん日本人好み）ではありま

せん。一緒に住んでいるオランダ人夫婦も「メナドで気に入った布地を買うのはむつかし

こ、」と言って：、るので私だけではないようです。種類も少なく、「これダメ、これもダメ‥

あっ、これもパス‥」と知らず知らずのうちに消去法で選んでいることに気づきました。

結局残った二つの布地をカーテン用とシーツ用として買いました。

思い返してみると、バイクを買ったときもそうです。いろいろなディーラーからパンフ

ンットをもらってきて、どれを買おうかと検討していました。シンプ／レな色＆デサインのバ

イクが欲しかったのですが、どのメーカーのパンフレットをみてもそういうデザインのバ

でク言ありません。結局その中でもまあまあ気に入ったバイクを決めてそのメーカーのデ

ノーラーに行きました。そしたら「このタイプのバイクはいてメナドに入ってくるか分か

らない」といわれました。私が「それなら、ジャカルタにそれを注文して下さい」と言っ

たら「それはできません」との返事。私の頭のなかは「？？？？？」でいっぱいになりました。「ど

うして？？」注文してそれをジャカルタのディーラーがメナドに送るだけの簡単な作業ではな

こ、のかなあ・・・。結局、メナドに送られてきたバイクをディーラーで見て決めるしかな

「、ようで、これも今考えれば「消去法で選んでいたなあ」って思います。

本当、メナドは選択肢が少ないですよねえ、みなさんはどう思いますか？
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ー
か
ら

「
富
士
山
」
が
見
え
る
と
、

大
域
玲
子
ダ
ウ
ニ
ー
は
言

う
。
た
だ
し
、
彼
女
が
住
′
雲
し
い
る
の

は
日
本
か
ら
4
0
0
0
㌔
の
か
な
た
に

浮
か
ぶ
ブ
ナ
ケ
ン
島
ラ
　
二
富
士
由
一
と

は
、
ク
ラ
バ
ト
フ
と
呼
ば
れ
る
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
火
山
だ
ー

劫
か
い
こ
と
量
這
い
っ
こ
ユ
㍉
こ
。
と

は
、
富
士
山
そ
っ
く
り
に
見
え
る
と
き

も
あ
る
の
だ
っ

楽
園
の
よ
う
な
ブ
ナ
ケ
ン
島
に
い
る

と
、
そ
ん
な
違
い
は
些
細
な
こ
と
に
思

え
て
く
る
っ
ブ
ナ
ケ
ン
島
は
、
ス
ラ
ウ

ェ
シ
島
北
端
に
位
置
す
る
マ
ナ
ド
　
（
メ

ナ
ド
）
　
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
小
島
だ
。

も
っ
と
も
、
烏
で
暮
ら
し
て
い
る
か

ら
と
い
っ
て
；
去
声
ト
現
実
か
ら
離
れ

ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
、
大
場
ダ

ウ
テ
ー
は
言
う
。

確
か
に
。
こ
の
杜
界
有
数
の
ダ
イ
ビ

ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
で
、
全
9
室
の
ダ
イ
ビ

ン
グ
リ
ゾ
・
ｉ
ト
を
縫
普
し
て
い
れ
ば
、

現
実
的
な
問
題
も
起
き
る
だ
ろ
う
。

海
中
は
ス
ト
レ
ス
と
無
縁

3
9
歳
の
大
場
ダ
ウ
ニ
ー
は
、
イ
タ
リ

ア
人
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
ハ
ー
フ
で

あ
る
美
ラ
フ
ァ
エ
ル
と
と
も
に
、
ブ
ナ

ケ
ン
・
チ
ヤ
チ
ャ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
リ

ゾ
ー
ト
を
経
営
し
て
い
る
。
2
人
は
9
6

年
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
す
る
た
め
に
訪
れ

て
い
た
マ
ナ
ド
で
出
会
い
、
1
年
足
ら

ず
で
結
噂
。
9
9
年
に
鳥
に
移
り
住
ん
だ
1

オ
ー
⊥
ノ
ン
㌻
初
は
問
題
競
出
だ
っ
た

ヽヽヽ

寒■■、、ギ●・1、

人コ　42万人

、日工ノ∴7人ユ

荒漠　三夏。11～3月は雨期

た刀ｌ　∫・1′ヒンクは可能

漬新ト二ノク「生きた化石」と

し、肴∴≡古代食シーラカンス

の新；重Ｔ、マナド沖で莞見され

て世早三重がせたのは9年前。．

今等5芋，二はヨ本の調査団が

水深1‾〇メートルでシーラカン

スの嬬影二成功して話題に

ＨＣＲんはけＪＮＧ－ＯＮＡＳｌノＩＣＯト′1ＦＯＲｆｌ≡く〃Ｓ－〟∈≡人

49　ＨＥＷＳⅥＨＥＥＫ　2006．8．16／23

も



5Ｃ

電
気
や
水
道
を
引
く
の
も
大
変
だ
っ
た

し
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
（
重
症
急
性
呼
吸
器
症

候
群
）
や
テ
ロ
に
よ
る
観
光
不
況
も
あ

っ
た
。
資
金
が
残
り
5
ド
ル
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
る
っ
だ
が
7
年
た
っ
た
今
、
リ

ゾ
ー
ト
運
営
は
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
。

一
日
本
の
友
人
た
ち
か
ら
は
よ
ノ
＼
、

『
あ
な
た
は
す
ご
い
．
一
？
し
言
わ
れ
る
一

と
大
場
ダ
ウ
ニ
ー
二
．
ヲ
て
つ
か
し
て
る
．
一

っ
て
言
う
人
も
い
る
け
ど
」

マ
ナ
ド
の
昔
の
住
民
は
、
周
ｈ
リ
の
海

が
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
メ
ッ
カ
に
な
る
と
は

想
像
も
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
、
－
待
世
紀

の
マ
ナ
ド
は
、
「
香
料
諸
島
」
に
行
き

来
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貿
易
船
に
と
っ

て
塵
要
な
港
だ
っ
た
っ

今
で
は
、
国
際
空
港
を
有
し
、
イ
ン

少

ド
ネ
シ
ア
屈
指
の
生
活
水
準
を
誇
る
都

市
に
な
っ
た
。

世
界
屈
指
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

を
数
多
く
か
か
え
、
3
0
年
ほ
ど
前
か
ら

観
光
業
が
発
達
し
た
。
海
岸
沿
い
に
は

ダ
イ
ビ
ン
グ
リ
ゾ
ー
ト
が
点
在
す
る
っ

浜
辺
の
村
ト
ン
カ
イ
ナ
で
は
、
勝
見

悪
理
が
毎
朝
の
よ
う
に
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー

ツ
を
身
に
つ
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
ジ

ア
の
ダ
イ
バ
ー
た
ち
を
海
の
中
へ
案
内

す
る
。
茨
城
県
出
身
の
樽
見
は
、
以
前

は
バ
リ
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
を
し
て
い
た
が
、
Ｊ
年
前
か
ら
マ

＋
・
ド
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
っ

仕
事
は
ち
ょ
っ
と
翠
わ
っ
て
い
る
が
、

人
生
観
は
シ
ン
プ
ル
雫
二
藩
の
字
で

は
何
も
考
え
ず
こ
す
だ
一
≒
管
見
霊

言
う
二
ス
ト
レ
ス
な
ん
て
な
い
一

マ
ナ
ド
好
き
の
ダ
イ
バ
ー
な
ら
、
彼

女
の
気
持
ち
が
よ
ノ
＼
わ
か
る
だ
ろ
う
、
ノ

ダ
イ
バ
ー
た
ち
の
間
で
は
、
マ
ナ
ト
の

サ
ン
ゴ
華
と
、
海
中
の
豪
快
な
絶
壁
は

有
名
だ
。

3
6
歳
の
勝
兄
は
0
0
年
に
バ
リ
か
ら
東

京
に
帰
っ
た
が
、
2
年
足
ら
ず
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
戻
っ
て
き
た
っ
「
帰
国
し

て
東
京
で
就
職
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思

っ
た
っ
将
来
が
不
安
だ
っ
た
か
ら
」
と
、

膵
兄
は
言
う
。
「
」
も
、
海
や
太
陽
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
た
ち
が
恋
し
／
＼
な

っ
て
し
ま
っ
た
一

地
元
の
環
境
保
護
に
も
協
力

勝
兄
が
い
ま
気
が
か
り
な
の
は
、
マ

ナ
ド
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
産
業
の
未
来
だ
っ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
で
、
地
元
の
漁
師

が
使
う
ダ
イ
ナ
マ
ィ
ト
や
シ
ア
ン
化
合

物
が
サ
ン
ゴ
健
を
脅
か
し
て
い
る
。

日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
直
行
便

が
で
き
る
▼
二
い
う
話
も
あ
る
が
、
そ
う

な
る
，
二
ダ
イ
バ
ー
Ｉ
の
数
が
増
え
す
ぎ
る

お
そ
れ
が
あ
る
。

【
大
事
な
の
忘
バ
ラ
ン
ス
一
と
、
勝
見

は
語
る
。
一
観
光
客
は
歓
迎
だ
け
ど
、

増
え
す
ぎ
る
と
サ
ン
ゴ
礁
が
紡
む
か
も

し
れ
な
い
一

輝
見
ら
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
観

光
業
界
や
環
境
保
護
団
体
ヒ
と
も
に
、

サ
ン
ゴ
礁
な
ど
の
観
光
資
源
を
守
り
つ

つ
、
娩
光
等
を
増
や
す
方
法
を
模
索
し

一
∴
る
ー
二
二
十
、
／
毒
乃
大
場
プ
ウ
ニ

＝
一
枝
女
の
美
も
㍉
　
地
元
珪
真
言
よ
る

海
へ
の
ゴ
ミ
投
棄
ト
音
環
境
間
増
の
解

決
に
取
り
組
む
っ

視
先
客
の
マ
ナ
ー
に
も
問
題
が
あ
る
っ

一
い
ま
だ
に
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
シ
ユ
ノ

ー
ケ
リ
ン
グ
中
に
サ
ン
ゴ
を
踏
ま
な
い

と
い
う
ル
ー
ル
を
知
ら
な
い
人
が
多

い
」
と
、
大
場
ダ
ウ
ニ
ー
は
亭
つ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
暮
ら
し
の
良
い
膵
兄

と
大
場
ダ
ウ
ニ
ー
は
、
言
柴
に
も
困
ら

な
い
し
、
現
地
の
食
べ
物
に
も
慣
れ
、

マ
ナ
ド
の
店
に
も
詳
し
い
。
そ
れ
に
、

日
本
の
友
人
や
家
族
に
、
帰
国
し
な
い

理
由
を
説
明
す
る
の
も
う
ま
く
な
っ
た
っ

「
日
本
人
は
あ
ま
り
賭
け
を
し
な
い
」

と
、
大
場
ダ
ウ
ニ
ー
は
言
う
。
「
私
に

と
っ
て
、
こ
の
リ
ゾ
ー
ト
は
人
生
最
大

の
購
け
」

今
の
と
こ
ろ
、
そ
の
賭
け
は
成
功
し

て
い
る
よ
う
だ
ゥ

ジ
ョ
ー
・
コ
ク
ラ
ン

ＮＥＷＳＷＥＥｌ（2006．8．16123
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インドネシアシーラカンス

羽根井　義博

シーラカンス発見′．幻の古代魚　スラウェシ沖で撮影　日イ合同研究チー

ム　生態察明に貴重な一歩」との見出しが、2006年5月31日（水）ジャ

カ′タ新京のトップを飾りました。

∵んと≡イ合同研究チームは、2005年4月の現地調査開始後、たった2

年≡で生きたシーラカンスの映像を撮影することに成功しました。以下は、記

事二一抜粋です。

てラウニシ島の海に太古の時代から生きてきた伝説の魚、シーラカンスを追

て「一年前から捜索活動を続けてきた福島県いわき市小名浜の海洋科学館「ア

クワマリンふくしま」（安部義孝館長）の日イ合同の調査チームは、三十日午前

六≒半、云部スラウェシ州ブオール沖五百メートルのさんご礁付近でシーラカ

こてを発亘、クルーザーに搭載した自走式水中カメラで、撮影に成功した。「幻

¢三代魚＿　の生きた姿を撮影したのは日本の研究チームとしてはこれが初めて。

生亘の起享貫を探る上で学術的に貴重な記録となる今回の撮影は、世界的に高く

詳貢される快挙である。

：享年四月の調査では、二週間の調査期間で水中カメラで八十三地点を計千二

冨三十八回にわたって撮影。ダイバー六人による潜水調査では、水深約百五十

メートルの海中五地点で計百六十分間の調査を行った。しかし、発見には至ら

な圭った。



今回の調査は方針を変え、水中カメラだけで広域調査を試みた。四月二十二

日、現地入りしたチームは、マナド沖での百七回の水中撮影調査に続き、スラ

ウェシ島北部のブオール沖を中心に調査を実施した。

「アクアマリンふくしま」は二〇〇〇年七月に開館。開館直後からシーラカ

ンスの研究に着手した。インドネシア科学院（ＬＩＰＩ）海洋学研究所のモハ

メド・カシム研究員、ジョコ・ハディ・クナルソ研究員と、マナドのサムラト

ウランギ大水産学部と協力し、日イ両国の研究者とスタッフが情熱を結集し、

準備や調査に六年の歳月をかけた末の快挙だった。

安部館長は国際電話で「永年の夢がやっと実った。生態解明の貴重な一歩

となるだろう。大災害が続くインドネシアにとっても、良いニュースとなれば」

と喜びを語った。調査チームは発見地点のブオール沖を重点的に調査し、撮影

と生態観察を行っていく。

以上の様に幾分興奮気味な内容に、読み手も感動してしまいました。

これはもう、この目でシーラカンスの映像を確認せねばならないと思い、実

際に「アクアマリンふくしま」に行って来ました。そこで、もう少し詳しくそ

の模様をお伝えします。

調査は、2006年5月6日～19日及び、5月27日～6月5日に自走式

水中カメラ（ＲＯＶ）によって行われました。

ＲＯＶは400ｍのケーブルで繋がれており、1回の潜航で約1時間、シーラ

カンスの生息していそうな横穴を調査しました。

帰国予定日までに、100箇所以上の横穴を調査しても、発見できませんで

した。



しかし調査を延長し、とうとう5月30日に、マナドから西へ350Ｋｍほど

離れた、ブオル沖500ｍの水深170ｍ地点で、最初の1固体の撮影に成功

したのです。それを皮切りに、5月31日に同じ横穴で2固体を発見しました

が、残念なことに棟影は1固体、さらに違う場所の水深180ｍで1固体、6

月4日には同じ海域の水深150ｍで3固体の撮影に成功しました。

6月4日の撮影成功の後、ＲＯＶのスクリューが異常をきたし、調査終了を余

儀なくされました。まだ調査予定は3日残されており、「もっとみつけられたは

ず。」と、悔しさを残して調査は終了しました。

今回の調査結果は、7固体発見し6固体の撮影に成功、という事になりまし

た。（そのうち2固体は、同一固体である可能性か高いそうです）。

映像は、深い横穴の奥で緑色に光る目が映し出され、ＲＯＶが近づくに従って、

ゆったりと泳ぐ体長1ｍほどのシーラカンス全体が、はっきりと現れてくるも

のでした。

世界で2例日日本初の貴重な映像と、悠然とたたずんでいるその姿に、しば

し釘付けでした。お見せできないのがとても残念です。

タルシウス10号で、この海域に生息するシーラカンスの名前を、スラウェ

シシーラカンスと紹介しました。

それは、アメリカのマーク・アードマン博士が1998年に標本として確保

したシーラカンスが、コモロ島のアフリカシーラカンスとは、ＤＮＡ解析によ

って別種であるという結論を得、スラウェシシーラカンスと命名された。とお

伝えしました。

今回調べた資料によると、その学名はムβ血βでお皿ｅ月βゐ親風伝となっていま

ｌＤ



した。つまり、マナドシーラカンスと言ったほうが正しいはずです。しかし、

やはり一般的では無いようで、インドネシアシーラカンスと、大きな括りで表

現されたものと思います。

アラリカシーラカンスの場合も、最初に捕獲された場所が、南アフリカのイ

ーストロンドンのチャルムナ川沖だったので、学名は上月血〝由ｄ玩血Ⅷ強紺と

なりましたが、そのように呼ばれています。

「アクアマリンふくしま」の解説によると、シーラカンスはＣｏｅｌａｃａｎｔｈと書

きます。それは、中空を意味するｃｏｅｌと脊柱を意味するａｃａｎｔｈという2つの語

からなっている。つまり、シーラカンスは、コイやスズキの様な背骨を持って

おらず、脊柱は体液の詰まった中空の管からなっている、という事だそうです。

運動能力は、背骨を持っている魚類に比べて大幅に劣っていたと考えられま

す。

シーラカンスの化石は、世界中の浅い海や湖に堆積した地層から発見されて

います。つまり、絶滅したと考えられていた白亜紀までは、そういう所で生活

していたという事です。

今日シーラカンスが深海に生息している理由は、運動能力の優れた背骨を持

つ魚類との競争によって、深海へと生活の場を移していった、あるいは、もと

もと各地の浅海から深海まで生息していて、浅海性のものが競争に敗れ、深海

性のものだけが生き残った、と考えられています。

とすると、今でも世界各国の深海に、知られざるシーラカンスが生息してい

ることはじゆうぶん考えられます。

「アクアマリンふくしま」によると、プロジェクトは、来年で一一応の区切り

‖



を向かえる様ですが、今後も調査を続ける方向だそうです。

また、「アクアマリンふくしま」、インドネシア科学技術院（ＬＩＰＩ）及び、

サムラトランギ大学は、協力してインドー西部太平洋海域におけるインドネシ

アシーラカンスの保全に取り組むことになりました。また、「アクアマリンふくＡ

Ｌま」は、アフリカシーラカンスの保全プログラムとも連携しているそうです。

保全活動あるいは保全に対する啓蒙活動は、調査研究活動と同様、大切な作

業だと思います。本当に期待しています。

今後調査が進み、生態や分布が明らかになるその時まで、どこか深い海の横

穴で、彼らは不思議な古代魚で在り続けるのでしょう。シーラカンスは、イン

ドネシア語でＲＡＪＡ ＬＡＵＴと言うそうです。その名の通り威風堂々として。

／2



インドネシアに接して40余年

一建設業の目から－

いつもながら、インドネシアの体験談・感想を綴らせてもらいます。

石野　赫

自分が、この国へ初めて入ったのは、東京オリンピック直後の1964年、

11月でした。以来、インドネシアに接すること40余年、昨年7月、ピトン
4．ト‾

港建設工事完成検査業務をもって最後のお勤めを終わりました。

これまでに、1965年の9・30事件に遭遇したことや、ピトン新港の紹

介、北スラウェシ日本人墓地整備など本誌に寄稿させてもらいましたが、今回

は建設業を通じて、この40年間に体験したインドネシアの重土木工事技術面

における発展について、小生なりの感想を簡単に綴ってみたいと思います。

初めての任務地は、東部ジャワのダム工事現場でした。当時は、まだスカル

ノ大統領時代でした。独立後ほぼ20年経っていたのですが、失政から経済は

疲弊し、国民の生活は見るも無残でした。土木現場に来る労働者は一日二食が

せいいっぱい、それも粗末な食事でした。殆どが裸足、中にはすり切れてすだ

れのようになったランニング姿の人もいました。建設会社はまだ育っておらず、

従って労働集約的産業である建設に必要な各種技能職の募集もままならないも

のがありました。そこで、重機から工具の持込みは勿論のこと、あらゆる職種

の達人に日本から参加願い、現地人を訓練してもらいながら作業を進める体制

で対処しました。現地産建設資材も量的に品質的に重土木工事に適するものは

まだなく、鉄筋・セメントから釘に至るまであらゆるものを日本から搬入して

使用しました。

この現場に4年近く駐在して、他国に転勤になったのですが、1979年暮、

再度インドネシア勤務を命ぜられ、北スマトラのアサハン・アルミニウム精錬

工場工事作業所に着任しました。10数年間留守にしているうちに、この国は

素晴らしい発展を遂げ、その産業の起動力といわれる建設関連産業と人材が豊

富に育っていたのには驚きました。前回のダム工事で、日本人技師の指導を受

け計画・設計を担当していたこちらの人たちは政府の支援で、コンサルタント

会社を設立して立派に活躍していましたし、工事担当部門はこれまた建設会社

を設立、手広く請負工事を手がけていました。
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新しく赴任した場所でも、我々を支援してくれる現地スタッフや、優秀な各

種下請業者も逐次見つかり、工事をスムーズにスタートすることができました。

応募してきた労務者の裸足はサンダルや靴に代わっていました。また、身なり

も小ざっぼりしていました。生活のレベルが向上し、前回との差の大きさに驚

きを禁じ得ませんでした。為政者の政策の違いで、国はかくも急速に変わるも

のかと、不思議に思ったくらいです。スカルノに代わって政権の座に着いたス

ハ／Ｌト大統領は後に「開発の父＝ＢａｐａｋＰｅｍｂａｇｕｎａｎ」と、国民から呼ばれる

ようになりましたが、わかる気が致します。

1984年、アサハンの仕事を終えて、ジャズ′レタへ転勤、合弁会社の役員

となって首都に駐在しました。ここで、インドネシア国内に散らばる合弁管轄

下の工事現場を中央から見守ったのですが、既に育てあげられたインドネシア

人スタッフのみでそれぞれの工事現場が自主的に管理され、運営されていまし

た。まだ、経験が今一歩なるが故の失敗と成功のバラツキの大きさや試行錯誤

を繰り返してはいましたが、着実に進歩があり、会社の発展に寄与してくれて

いました。若い国のエネルギーと将来性を十二分に感じました。

いつの間にか、大型土木工事の入札などの際にも、我々の競争相手は海外か

らの進出建設会社ではなく、現地業者になっていたのです。現地政府の意図す

る外国企業からわ技術移転が進み、ローカルが着々と実力を着け、成果を挙げ

つつある証拠でした。

1995年、自分は35年勤めた建設会社から身を転じ、土木技術コンサル

タント会社に席を置きました。そこで、スマラン港のコンテナー埠頭建設工事

の施工監理業務に参画したのですが、ここでは、現地業者4社による企業連合

（ＪｏｉｎｔＶｂｎｔｕｒｅ）が、厳しい国際入札を生き残り、工事契約を獲得していまし

た。土木工事は「水」との接点が多ければ多いほど難しいと言われているので

すが、その上に地盤条件が極度に悪いスマランで見事、埠頭工事を完成させた

のですから、見上げたものです。（こちらは、工事期間中はらはらのしどうＬだ
ヽ

ったのは事実なのですが、、、、、）

自分は、これに続いて、2001年から西ティモールのクパン港並びに北ス

ラウェシのピトン港の同種開発工事に同じく施工監理役として参画しました。

ピトン新港建設は、ご存知の通り日本の「りんかい建設」が施工を担当しまし

たが、クパン港は、「りんかい建設」とのＪＶパートナーであるインドネシア業

者が単独で港を完成させました。
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自分がインドネシアを見る時、いつも尺度の原点になるのは1964年11

月の初渡航・初体験です。あの貧困のどん底で喘いでいた国と国民、それに総

てを外人技師から指導されていた現地技術者を思い起こし、それとの比較で判

断してしまいます。
‘Ｊ

ただ非常に残念なのは、技術的に見ればかように輝かしく飛躍的な発展をな

しているのですが、その裏に、開発重点政策による富の偏在という「摸れ」現

象を発生させ、また、それが私腹を肥やす機会を虎視耽々狙うと言う社会ムー

ドを派生させ、折角の発展を社会的に歪めていることです。

貧富の差を狭め、悪しきムードを排除する国民運動でも起これば、この国は

もっと良くなるのでしょう。現に、1998年のスハルト大統領失脚劇は、行

過ぎた開発独裁によるこのアンバランスへの国民の不満と反発からと思われま

すし、国民は目覚めたかに見えました。

しかし、スハルト退陣から8年が経ち、今はスハルト後4人目、ユドヨノ大

統領が国の健全化に向け頑張っておられるようですが、21世紀の特徴の一つ

であるテロ含みの宗教問題がこれに絡みだし、問題が更に複雑になり苦労され

ているようです。

インドネシアに接して40数年。この国は自分にとっては第二の故郷となっ

ています。いろいろな難難を乗り越え、バランスの良い国に発展して貰いたく、

心から願っている次第です。
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老後に備え・・・？

ＰＴＡｒＬａＳａｍｕｄｒａ

今泉　宏

北スラウェシへ移動となり　3年目に入った。北スラウェシ日本人会の皆さんとも知り合

いになることができ、このタルシクスにも初めて投稿させて頂くことになった。ピトンへ

来る前はバリ島西部に住んでいたのだが、在住している日本人がとても少なく、よく顔を

合わせる3人だけで西バリ日本人会を作り、ちょくちょく会合を開いたものである。北ス

ラウェシには立派な日本人会があり会報まであるのに、会合の回数が少ないのが自分とし

ては少々不満である。昨年結婚して以来、妻や子に気を使い、外で酒を飲む機会がめっき

り減ってしまった。日本人会の会合があれば妻にも文句を言われず外出ができるのにな

あ．．．。

ところで今回の記事だが、長崎さんからは真珠に関するレポートを出してもらいたいと

打診があった。しかし、何十年も真珠養殖に携わっている大先輩がいる中、真珠養殖暦12

年の自分が真珠を語るのはいささか借越に感じたので、別の差し障りのない話題にさせて

いただく。あと20年ぐらい経ったら真珠の話題をえらそうに語ることができるようになる

だろうか・・・。

現在、私はリクパンへ行く道の途中にあるタテノＬという村に家を建てている。

タテルという村はクラバット山の麓にあり標高も高い位置にあるので夜になるとジャケ

ットを羽織らないと寒いぐらいの気候である。この地域の産業は主にヤシの生産が多いの

ではないかと思う。近くで金鉱脈が発見されそれで潤っている人たちもいるらしい。北ス

ラウェシ人はイカン・マスやイカン・ムジャイルを好んで食べることでもよく知られてい

るが、この地域でもそれらの淡水魚の養殖池が多く見られる。

ところで、イカン・マスだが私は北スラウェシへ来てすっかりはまってしまった。アイ

ルマディディの隣にシュクルという相がある。この辺りに地付きのレストランが何軒か建

ち並んでいるが、ここで食べるイカン・マスはとても美味しい。揚げてよし、焼いてよし

である。鯉は日本でも古くから薬用魚として知られてきた。母乳の出をよくしたり、貧血

を防ぐ働きなどがあるらしく、妊娠中や授乳中の女性が食するとよいらしい。また、コラ

ーゲンも多く含まれているので、美肌効果も期待できる。この魚は小骨が多いのが難点だ

が、からりと揚げてしまえばそれほど気にならなくなる。焼いた場合は小骨が気になるも

ののとろりとジューシーな感じがよい。特に皮の部分は外側がカリッとして、内側はトロ

ッとしてとてもうまい。多分あの内側のトロツとした部分にコラーゲンが多く含まれてい

ＪＧ



るのだろう。

話を戻して、何故そんなところに家を建てているかというと、別にヤシを栽培するため

でも、金を掘るためでも、鯉の養殖をするためでもない。もちろんチヤプティクスを作る

ためでもない。実は義父がタテル出身でそこに池つきの土地を持っていて、老後をタテル

で過ごしたいのだが家を建ててもらえないだろうかと頼まれたからだ。自分の家も借家な

のに人の家など建てる余裕はないよと思ったが、その土地を将来妻が相続するという話に

なったので、それなら半分遊びで作ってみるかという軽い気持ちで家の建設に踏み切った

のだ。

皆さんもご存知と思うが、トモホンに木製の簡単にばらして移動のできる家を売ってい

る場所がある。外見はなかなかいい感じにできているし、材木もカユベシなどしっかりし

たものを使っている。田舎の自然に囲まれた場所にはよく似合うと思う。値段も手ごろで

1ぺタック（3ｍＸ3ｍＸｌ部屋＋リビング3ｍＸ3ｍ＋ベランダ2ｍぐらい）がだいたい20

ジュタから25ジュタぐらいである。私は2ぺタック（3．5ｍＸ3．5ｍＸ2部屋＋リビング3．5

ｍｘ＆5ｍ＋ベランダ2．5ｍ）の建物を42．5ジュタで購入した。それを高床にして1階部分

にさらに2部屋とキッチン、トイレを追加することにした。これでだいたい合計100万円

ぐらいでおさまるのではないかと思う。

2階の木製部分はばらして組み立てるだけだから2週間ぐらいで完成してしまった。1階

部分はレンガを積んだりタイルを張ったりいろいろあるから1～2ケ月ぐらいかかるだろ

う。10月中には完成すると思う。

老後は田舎へ移り、妻と　2人で気ままな生活を送り、‘たまに子供や孫たちが遊びに来る

のを楽しみに待つという義父母のライフスタイルはうらやましいと思う。

自分も老後はタテルに住むのもいいかもしれないなと思う。住居はとりあえず確保でき

たのでインドネシアの物価がべらぼうに高騰しなければ年金でそこそこの生活ができるの

ではないだろう汚㌔

義父母の老後の曇活のスタートを手伝っているうちに、つい自分の老後のことまで考え

てしまったが、まだ30年も先のはなしか・・・。
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1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2006／9／27

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川口　博康

聾全土塵範

今隼2月に3年半握りに懐かしいミナハサを訪れることができました手管お世話になった
1

皆さんともお会いできたこと，嬉しかったですね。お陰さまで兄弟会をこの地で楽しくや

ることが出来あした。

ブナケンのれい子さん、日本人基地を案内してくれた長崎さん、水産光の今を話してくれ

た平野さんや青田きん、私のこの地での大先輩で心のよりどころとしていた外聞さん、真

珠養殖と新しくすっぽんの養殖にチャレンジするという落合さんなどにお会いすることが

できました。みなさん夫々に自分の夢に挑戦されている様子に感動させられました。

この地を離れる時は、60歳定年退職でした。リタイアしたら空気のすばらしい

ミナハサのトモホンで年金の範囲でショートステイしながら人生の後半を過ごすが出来る

ことを確信し、一緒に汗を流した皆さんとの再会を夢見て帰国したものです。

夢を実現することはこの6年間を振り返ってみればなかなか華しかったと言わざるを得ま

せん。この間にたった二回しか訪問できませんでした。トモホンで夢みるのは少しばかり

先に淫らざるを得ない状態になっています。

今臥　この「タルシウス」の編集でがんばっておられる長崎さんから遠いピトンの地から

「何か原稿をかきなさいよ」とお電話を頂いてしまいましたので急遽その熱意に答えるべ

きパソコンに向かっているところです。

さて、これからが本題です。

私は1997年役職定年後練あってこのピトンで鰹節作りに関わってきましたので、

テーマをｒ戦争と矧軋　としました。

インドネシアは日本へ鰹節の輸出を1995年以来Ｎ0．1の座を保ってきています。

しかし、今年に入りその庵をブイリッピンに奪われてしまっています。

この他で鰹節作りに関係してきた者としては「カンパレ、ピトン」と応援したいですね。

2005年インドネシアから日本に輸出した鰹節は2，049トン‘、ソーダ節837トン

その他、メジ鯨、イワシ節などがある。今日本は鰹節頬を世界から7，700トン輸入し

ている。その内37％がインドネシア（95％がスラウェシ州ビ‘トン）からです。

最初このピトンで鰹節を作り始めた時、従業員の皆さんから「こんな固く講っ鼎なものを

本当に日本人は食べるのか」と笑われた物です。カピ付けの鰹節の食文化は僚界でも日本

しかありませんね。もちろんこのピトンでもありませんでしたｒ・ナやり鮨まででｒイカン
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フーフーＪ　として売っています。．

鯉の骨が縄文時代の古墳や鬼塚から発拇されていることから4000年～6000年前

既に日本人は盤を食べていたことになります。この太古の時代から餐魚は干魚として食さ

れていたようです。日本食の調味料の基本を作ってきた現在のカビ付けされた鰹節は江戸

時代の後期に完成したと言われています。

保存が効くうえにタンパクの補給に適していた事から軍食として東宝がられていたこと

が青め本から椎曹されますｑ近年は鰹節からツナ缶詔に変わっていますねぅ

Ｉ

ｒ古事記」に雄蕗天皇（470年頃）が「日下の直越の道より河内に専行しき一一」途中、

前方にみ阜る墜魚を上げて作った屋敷を焼き払われようとした話のなかで、この堅魚が何

せあったか（鰹節か、かつおぎー堅魚水）もし、鰹節を沢山干して兵粒を目的にしていた

とすればこの疇代すでに沢山の鰹節が草食として使われていた等になた増す。

姦良一平安朝時代（709－1191年）は貴族階級と庶民の生活藷が大きかぅた事から

かつお邸は庶民には殆ど食べられなかったようです。このようかことからこの時代にどこ

まで軍食として使われていたのか親閲です。

この時代、凛礼や宮中の催事があると、強飯をにぎった屯重くとじき）を下級の武士にく

ぼやたことが次第に兵粒としての「にぎりめＬｊ　となっていきました。

源平合戦では玄米を焼いた「にぎりめし」を竹の皮や木の葉で包んで戦陣食としています。

これに「かつお節ｊ梅干、味噌などを持参しています。

ｒ北灸五代記ｊによれば、「天文六年（1537年）夏、北条氏細が小田原沖でカツオ釣り

をみていたところ、偶然カツオが船ｉこ飛び込んできた。これを見た家旺たちは、戦いに勝

つ魚が飛び込んできたのは吉兆であるとして武州との戦に勇んで出陣したところ大勝して

以来、出陣の際に戦士ぺの引出物に鰹節が使われるようになった事はあまりに有名な話と

なっています。

「三河之物乱－（鰹節を上皮けづりて、中を縮こはさめば　物前にてもまたひたる

時も　かみそうろえば　事之外　力になる由）と鰹節り携帯の効果

が記されています。

この他当時の兵法昔に鰹節がいかに腰兵樋として良いかが記されています。

この頃、すでに昭節が疲労回復に効果があることが分かっていたのでしようｅ長い間鰹節

は高級調味料として使われてきていますが近年は健康に良いとされ梯能食としても見直さ

れてきています。また，鰹節を携行薬品のようにも紹介しています。

躇代になっても鰹節は宣需品として重寮な位置をしめています。窓の買い付けにより、



日精戦争が始まる前年、明治26年（1893年）には￥1．14′／貫であったものが

終戦の年明治28年（ｌＳ95年）には￥2．25／貫と2倍になっています。

日霹戦争の開戦年（1904年）にも同じように相場が暴騰しています島

ｒにんべん」は軍から鰹節の額い付けを一手に引受て大きく力を伸ばしています。

弟二次大戦でも鞋節が戦陣食として使われていますぅ

大正から昭和にかけて「南進」という政策もありいくつかの漁業基地が南方に作られまし

た。開戦となり軍爵物資の補給がとぼしくなると国策会社に組み込まれ海外の鰹節製造基

地は軍需品として納入するようになっていきます。

そのような中で盤節を作っていた主な海外墓地は

①　ボルネオ（現†レーシア、サバ州　シアミル烏　バンギー鳥〉

②　南洋諸島（パラオ　等）

③　インドネシア（ピトン、テルナテ）　がありました。

④　フイリッビン（ルソン島　パラウイ島＝焼津島）

①．ザルネオ豪産公司が1926（大正15年）に設立されて缶詰、鰹膚など∵火漁巣基

地となっヤいました。戦前埼錮こ進出した漁業基地としては最大のものではなかった

でしょうか。

②．戦前のパラオで製造された鰹節は「南洋節」として、マーケットの25～30％の

シェアがありました。

③・イン，ドネシアーピトンで鰹節製珠に従事していた大岩漁巣も翠との関係が稚くなって

行き国蹄会社である「南棒貿易」のもとにあった「某印度水産会社」に組み込まれ漁

獲した魚や軽部を軍に納めています。終戦までの僅かの間が、この基地の最も栄えた

時でしたが、爆撃で企ても無くし撤退しています。当時ピトンを漁業基地として開発

されたのは、トミー大岩さんのお父さんである大岩県民です。当時は「かつお王」と

まで言われて尊敬された方ですも

⑧．焼津では開戦と同時に漁船を寒が徴用したため　原料となるかつおが水揚げされなく

なり、工場を閉鎖せざるをえない状況に追い込まれていますむ　当時鰹節作りで最大基

地であった焼津の人たちは原料が無くなったことから「．亀道産菜焼津践団」を緒成し、

新天地を求めてフイリッピンとボルネオ一に600人以上の人達が波っています。

ここでも戦争で沢山の犠牲者を出し撤退しています。

終戦後、いずれの基地でも鰹節作りに何人かの人達が挑戦され壊したが現在まで継続し

殊っているのはピトンだけです。そんなに古くないビトＪ′′レ）歴史を振り返る時，日本人に

よる漁業基地進出がこの町の堰となっていることは間違いの無い事巽です今
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この町の区画寮理の線引きは日本人（鹿児島の方）であ、つたと聞いたことがあります。

歴史が取り持つ緑として、関係したいずれかの市町村で友好都市として縁結びが爽現しな

いかと期待している1人なのです。

準帯食皇主芋使わ喧密箪

平和時に沢山の場面で携帯食として鰹節が使われています。

南極大陸探検

未開発地への撫検

波跡の発掬調査

オリンピック参加

ヒマラヤ登山

マナスル登山

各盛山

日軍人は携帯食と’して又戦時中に鰹節が採用された理由としては、栄養があるからだけ

ではなく、古くから日本人が味わってきた「うま味」があ・つたからでしょうね。

スラヴェシに在住の皆さん、この地で作られた姓廓が今日本でも日々の食卓てこあがってい

ます。どうぞこの地でも日本食の調味料の原点である鰹節を誇りをもって広めて頂きたい

と思い草す。地元のレストランにも少しずつ取り入れられていると聞いています。

菅から疲労回復に良いと言われている鰹節を味わって頂きお元気にご活躍のほど、お祈り

しております。

ったない文にお付き合い頂きありがとうございました。

平成18年9月28日

御駒崎にて

川口　博康



作文と識字

ミナハサ日本語研修センター　専任講師　上杉祐子

日本語の授業のひとつに「作文」があります。日本の小学生が国語の時間や夏休みの

宿題に作文や日記、読書感想文を書くのと同じように、日本語で文を書きます。ひらが

な、，カタカナから習い始めて1か月はどの時から書きはじめ、毎週、400字詰め原稿用

紙一枚をまとめる作業を続けているうちに、文法や語彙も日本語の文章らしくなり、な

んとか読める作文になってきます。

初級前半（200時間まで）のテーマは「わたしの家」、「わたしの家族」といった自分

について書くことが多いです。初級後半（400時間まで）になると、「私の夢」、「もし、

私が二人いたら」など、同じ自分のことでも考えたことをまとめるようになります。は

がきや手紙の書き方も勉強しますが、日本語教材にあるような季節のたよりの感覚は理

解しにくいかもしれません。中級（800時間まで）になると、客観的に措写したり、考

察したり、日本の大学や会社で必要なレポートを目標にするのですが、この段階でも漢

字習得が5・600字程度ですから、ひらがなが中心です。ところが、学生にコンピュータ

で入力させてみると、ワープロのおかげでかなり整った形式にしあがりますが、作文の

基本は原稿用紙に、自分の手で書くことです。さらに、大学進学のための日本留学試験

の記述問題ともなれば、20分で400字という時間制限もでてきます。

日本語学習のための作文は、識字教室や夜間中学でも行われています。日本では、小

中学校の義務教育で100％ちかい識字率（文字の読み書き能力）といわれていますが、

実際にはかな書きさえもおぼっかない人がいます。中国残留帰国者や自分の国でも日本

でも教育を受けられなかった在日韓国朝鮮人一世のおばあさんたち、日系人や日本人の

配偶者等の定住者、そして不登校の子供たちなどです。役所や銀行、郵便局で自分の名

前や住所を書いたり、地区のお知らせを読んだりすることのできなかった人たちにとっ

て、自分のことや自分で考えたこと、言いたいことを書きつづる作文は、たいへん意味

がある学習です。日本社会で自分たちの言葉がコミュニティで聞き届けられ、同等の知

性と思われるためには、日本語の読み書きはどうしても必要となるでしょう。

勉強としての作文は書くほうも、読んで添削するほうも、結構たいへんです。しかし、

日本語力をつけるた桝こは作文を書き、発表することは欠かせないと思います。また、

教える側にとっては、生きた情報源となります。たとえば、ミナハサ日本語研修センタ

ーの昨年度の修了生のうち4人に、授業数時間にわたって「ミナノ＼サ地方ガイドブック」

の原稿となる作文を書いてもらいました。基本データのほか、歴史、文化、食べ物、各

地（トモホン、ミナハサ、北ミナハサ、南ミナハサ1のようすを分担して書き、ガイド

ブックとしてまとめましたが、日本人観光客向けに公開するためには、今後かなりのリ

ライトが必要です。それでも、楽しい作文ができあがりましたので、一部、紹介したい

と思います‘、
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各地のようす（2）ミナハサ ウィンディ・サンゲル

ようこそ、ミナハサへ。

もし皆境がりょこうの・好きな人なら、ミナハサにり　ょこうするのをきめたの

は、よかったと思います。

まず、マナドからピネレンへ行きます。そちらにはうっ〈　しいたきがカリ（村

のなまえ）にあります。たきはきれいで大きいです。

トモホンの道路をとおりすぎると、レイ　レムがあります。レイ　レムはエ場が

ある町です。レイ　レムの漣の南がわをふるとすぐわかります。木がきちんとな

らべられています。本だなやタンスなどを作っています。乗り物をおりて見て

もいいです。休みたいならレイ　レムとラへンドンのあたりにおんせんがありま

す。おんせんなので、すこしいおうのにおいがしますが、けしきがいいです。

おんせんにはいくっかのへやがあり、かりられます。リノこもあります。

レイ　レムからソンデルへ行きます。ここでゆうめいなのはタマンエマンとい

うところです。そこではおよぐことができます。プールはきれいです。なまえ

のとおりにわ（ｔａｍａｎ）もあります。また、ティムブカル町があります。そち

らにはニマンガ川があります。ラフティ　ングができます。きいごまで2時かん

ぐらいかかりますが、皆様もどうぞラフティ　ングをしてみて　ください。

ソンデルからキアワへ行きます。きょうかいのほうに右へまがると、たきの

達が見つけられます。村の人に「たきはどこ？」ときいたら、すぐえがおでお

しえてくれます。そちらにわかい人がおおぜいいます。下のほうはプールがあ

ってとてもきれいです。かえるときかいたんをのぼっていく　と、いくっかのぞ

う（ｐ叙ｕｎｇ）が見られます。

さんぽをつづけましょう。ピーナッツとビアボン（にくまん・あんまん）の

町、カワンコアンです。ピーナッツとピアボンがたく　さんうられています。ビ

アボンを食べてみたかったらＧｅｍｂｉｒａ「グンビニ」の店に行ってあたたかいビ

アボンが食べられます。町の入りロには昔のせんそうのときの日本のほらあな

（ｇｏａ）があります。ほらあなのまえにはおいしいレストランがあります。ペ

レト「こうもり」、ＲＷ「いぬ」、べべ「あひる」などのりょうりがたべられま

す。おいしいし、ねだんもやすいです。（往2006年8月現在閉店）

カノナンにはプキット・カシ「あいのおか」があります。そちらもけしきが

とてもきれいです。，かいだんをすこしのぼろと、5つのしゅうきゅうのおいの

りのところがあります。もうすこしのぼろと大きなし‘ゆうじかがあります。そ

ちらからトモホンＬ、カワンコアンし、ランゴアンＬ、トングノ二がみられま
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す。ほんとうに＼、＼、けしきです。

そちらからランゴアンへ行きます。ランゴアンでぽしゃにのれます。ミナハ

サのなかでも、ランゴアンはいちばんぽしゃがたく　さんあるところかもしれま

せん。

そしてブキット・ディンギ「たかいおか」へ行きます。プキット・ヂィンギ

はランゴアンから1時間ぐらいかかりますが、けしきはとてもきれいです。白

いすなのかいがんがあります。人もしんせつぐす。そこできかなをかって、じ

ぶんでやく　ことができます。とまるところがありませんので、早く帰ったほう

がい＼、と思＼、ます。

そちらからロンボケンへ行きます。そこには一ついいところがあります。ス

マルエンドというところです。プールがあって水はあたたかいです。けしきは

きれいです。そちらからはトンダ十二がはっきり見られます。とまるところも

あります。サービスはいいです。ロンボケンとトンダノはちかいです。く　るま

で20分ほどです。トンダノはミナハサ地方のちゅう　しんの町です。

トンダノこのまわｌ＝二はいくつかのレストランがあります。そちらはイカン

マス「こい」とムジャエルが食べられます。ねだんはやすいし、じぶんできか

ながえらべます。

まだミナハサには、よいところがたく　さんありますので、どうぞ楽しんでく

ださい。

2年



インドネシアの珊瑚礁

長崎節夫

何年か前のじゃかるた新聞にインドネシアの珊調川封こついての連載記事が載っていてお

もしろく読みました。私が育ったｌ島は珊瑚礁からできた由一いわゆる「隆起珊瑚礁」の島

で、島の回りもまだ隆起しない珊瑚礁、すなわち「現役（－当咽踊勘だらけです。物心つい

たときから珊瑚礁にとりかこまれて、そこで獲れる魚や貝、エビ、かに、たこなどを食べ、

まだ泳ぎもできない幼児のころから珊瑚の海で遊んで育った身としては「珊瑚礁」という

単語は身体生理に組み込まれた単語となっていて、たとえばこの単語を耳で聞くというこ

とは、叔膜の振動を脳みそで解析して認識するということではなく、身体そのものがダイ

レクトに聞いて反応しているようなところがあるわけです。

そのような事情で、じゃかるた新聞の記事も非常に興味深く読みましたが一つだけ生理

の奥にひっかかるものがありました。　新聞の記事で何が引っかかったかというと、「統計

によると国別の珊瑚礁面積ではインドネシアが世界一一」という箇所でした。アレ？？？私はそ

れまでインドネシアに珊瑚礁の少ないことを不思議が／つていましたから。私はショウバイ

がらインドネシア全海域とは言えないまでも普通の日本人粧在日にくらべて、あるいは普

通のインドネシア人に比べても、インドネシアの沿岸海域は広範囲にみていると思います

が、インドネシアの海は全般的に珊瑚礁が少ないと認識しています。なぜ少ないのか。自

分なりに理論づけようと考えたりしていますが、本式に理論付けるのはわたしには荷が重

過ぎます。

「インドネシアは珊瑚礁の少ない固」・魂が見てきた海域についてだけでもいちいち論じる

のは大変ですから、ここでは私たちの目の前の梅一北スラウェシ（ミナハサ半島）の沿海だけ

見てみましよう。とりあえずゴロンタロの南膵をスタートしてトミニ湾沿いに東へ。珊瑚

礁らしきものはまったく見えません。モリバグを過ぎてフレスコ岬あたりから海岸線は次

第に北東向きに方向がかわります。このあたり沖を眺めても珊瑚礁らしきものは見えませ

ん。岸沿いにところどころそれらしきものは見えますがとても珊瑚礁だといばれるもので

はありません。コタブナン、ペランからコラコラと、次第に北上してケマに達しますが、

ケマの手前あたりまで幅の狭い裾確が海岸練れいに情状に続いているのが見えます。しか

しこれも「珊瑚礁があるな」という程度のもので「オレは珊瑚礁だ」といばれるものでは

ないでしょう。観光資源になれるかどうか。珊瑚礁と海岸の間はだいたい100～200

メートルくらいか。水深の浅い礁潮になっていて、そこではテングサの養殖が盛んに行わ

れています。このあたりの砂浜の砂が白いのはサンゴ戒の砂であるからです。メナードや

どトウン周辺の黒い砂浜とは気分が違います。ところどころに素敵な白砂のビーチがあっ

て休日のピクニックにはもってこいの場所だと思いました。続いてケマの近辺を見てみま
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す。ケマの海岸に帝国市野の陸戦隊が上陸を敢行したのは、ケマの正面の海－ケマ湾一に

珊瑚礁などの障害物がなかったことも理由のひとつです。正確に言えばレンべ島の南西の

端にちょっとした珊瑚礁があります。これさえ確認すれば上陸行動は楽勝、ということで

あったかと思います。ケマの北隣はタンジュンメラー（赤い岬）です。赤い岬には白い砂浜が

あって、行楽地になっています。浜の砂が白いのほサンゴ性の砂であるからです。ケマの

浜は火成岩性の黒い砂です。少し横道にそれますが、ケマやタンジュンメラーは「メナー

ド宿し」と呼ばれるクラバット‥Ｉの裾野にあたります。クラバット山が最も素敵に眺めら

れるのはどこか。私が見た限りではケマの浜の沖合いが一一一番です。7～8年前にはケマの浜か

らの眺めもよかったのですが、急に人家がふえて浜の水際ちかくまでゴチャゴチヤしてダ

メになりました。玲子さんのブナケン出からの桃柾もよいそうです。

本題にもどって、ビトウンからリクパン（ミナハサ半島の北端）を西へまわりこんでメナド

湾に入ります。このあたりの海岸の砂も火成岩性です。サンゴはあっても珊瑚礁はありま

せん。ただし何事にも例外があって、玲子さんたちが活躍しているブナケン島、この島は

メナード湾に蓋をするように置かれているいくつかの島のひとつですが、これは珊瑚礁成

の鳥で周りも珊瑚礁にかこまれています。メナードの海岸から眺めると、沖合いにとんが

り帽子のメナードトウアが突っ立っていてそのすぐ東隣了水面すれすれの平べったいブナ

ケン島が見えます。メナードトウアは海中から聾え立った古い火山です。なぜ隣り合った

場所に火山戒の島とサンゴ成の島があるのか。ブナケンは珊瑚礁の成立と発達を説明する

のによい場所でもあるようです。興味のある方はブナケン島に泊りがけで行かれて、島の

女主人玲子ダウニーさんにお尋ねください。

メナード湾から西へ、アムラン、ラブアンウキとたどってクァンダンに達します。クァ

ンダンはゴロンタロと大体背中合わせになる位置にあたります。この一帯もサンゴはあっ

ても珊瑚礁はありません。

北スラウェシ沿海に珊瑚礁がほとんどないということは、こちらの漁業の形態を見ても

読みとれます。まず、漁業の対象となっている魚がカツオ・マグロなど外洋性の魚と、沿

岸性の魚でもアジ類・メジカ（マルソーダ）などです。アジ類・メジカ等は捕獲するのにまき

綱をつかいます。ま‘亀網はそれを使用するためには「分な永深と広い海域を必要とします。

珊瑚礁の多い海では成立しにくい漁法です。珊瑚礁が少なくて沿海部分まで水深が十分に

あるからまき網漁業が普及していると言えるわけです。

周りに珊瑚礁が少ないことは町の市場で売られている魚を見ても推測できます。ビトウ

ンの市場なら少しは珊瑚礁性の魚をみることができます。それでもあるかないか、今日あ

っても明仁＝まあてにならないという程度です。売り台の上で大きな顔をしているのはカツ

オ・マグロ・シイラ・サリラなどの外洋性の魚と、沿海でまき網に巻かれたメジカ・ムロ

アジ・メアジ・ダルクマーなどです。酬糊礁性の魚とはブダイ類、アイゴ顆、ハタ類など

です。魚以外にもイセエビの仲間や多くの貝類がありますが、市場にはこれらの梅産物が

極端に少ないと思います。
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このように珊瑚礁の少ない北スラウェシにあって、ブナケンの海はサンゴを売り物にし

ているのですからそれだけに貴重で、これは何としてでも守り抜かねばなりません。珊瑚

礁が死滅するということは、自然的な要因によることもありますが大体は人為的な破壊行

為によるものであると考えてよいでしょう。マカッサル空港の着陸前に沖合いに点在する

珊瑚礁（であった礁）を飛行機の窓越しにながめることができます。活力のある珊瑚礁なら褐

色、緑、青緑、白色などが混ざって人間の技巧では表現が難しいような美しい色彩をして

いますが、マカッサル沖のそれは灰白色になって、生きている珊瑚礁ではありません。さ

んご礁の死骸。あの珊瑚礁を殺したのは多分漁業者でしょう。凶器はダイナマイト、また

はシアン化合物（青酸カリ）でしょう。

前述のじゃかるた新聞の記事にもジャカルタ沖にあるプロースリブの梅中景観について、

サンゴが死滅して以前見た景観とはまったく違うものになっている、と書いていました。

これも酵漁者に」こる破壊と考えるのが耳、11でし，Ｉこう．

血に限らず、珊瑚礁の海に棲息するような生物たちにとって、月ｌ脚臓というのは実に理

想的な生活環境をそなえています。外敵におそわれた際に身を隠せる大小無数の退避壕あ

り、小魚たちが安全に遊べるサンゴの林あり、碓原と呼ばれる平野には牧草が生えていて

アイゴなどはそれを食べにきます。サザェなどの貝類もあたりが薄暗くなるのを待って礁

原に這い出てきます。もちろん珊瑚礁に頼って生きている魚たちでも、強い者は弱者を餌

にして厳しい食物連鎖のなかで生きているわけですが、おおむね自然のルールを守って一一

定のバランスの中で生きているものです。ところがこの中に「人間」が割り込んでくると

困ったことになりやすい。人間は往々にして自然界のバランスをくずしてしまうものです。

人間も自然界の生き物の一一・つである以上、両や満に生活の糧をもとめるのはやむを得な

いこと、というよりもそれが本来の姿でしょう。私たちの先祖は太古の廿からそうやって

生きてきたし、これからも本質的にはそのスタイルが続くでしょう。しかし「続くでしょ

う」といっても続くためには人間も自然界の一員として自然界のルールに従わねばなりま

せん。サンゴの洞窟にひそむ魚やェビを駆り立てるのに青酸カリをばらまけばどうなるか。

群れ泳ぐ魚をし止めるのにダイナマイトを使用すればどのようなことになるか。珊瑚礁の

生き物たちにとっては、青酸カリやダイナマイトの使用は毒ガスや原水爆の使用に匹敵す

るものです。海藻、サンゴもふくめて「全滅」ということになります。無差別大量破壊。

国際法違反です。

マカッサルやプロースリブの珊瑚礁は、大都市の近海にあることも受難の要因のひとつ

であると思いますが、私はビトウンの市場で買ったタカサゴにダイナマイト使用の痕跡を

みたことがあります。いなかの海だからといって油断は禁物です。

ブナケン島周辺の海は、北スラウェシ観光の［上に商品のひとつであるので、環境保全に

ついては関係官庁もそれなりに気を配っていることと思いますが、具体的にどのような施

策がとられているのでしょうか。性腺業界、人′芋などの研究機膀Ｌ　行政機13！押）辿携による
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有効な施策を期待したいところです。

剤瑚礫にからめてとりとめのないことを古きす’ノたが、最後に大事なことをひとつ。ブ

ダイ類は珊瑚礁性魚類の代表的な魚ですが、その種類もたいへん多く、味も千差万別です。

ビトウンの市場でもめったにお目にかかることはありませんが、まちがって鮮度のよいヒ

ブダイに出くわしたらどうするか。まず「こんな血が食えるか」といいながら言い値の半

分くらいに買い叩いて、それから急いでポリ袋と氷を手にいれます。速やかに冷やすこと

を考える。買った場所でエラはらをさばいてもらうなら間違っても肝をすてないこと。家

に持ち帰ってよく砥いだ出刃包丁で五枚におろしラップ乙かけて冷蔵庫にいれます。そし

てそれから人事に取っておいたキモをガス火で軽くあぶり、味噌、お酢、レモン、塩など

で調味しながらキモをすりつぶす。最後の仕上げ。よく締めたヒブダイの身を刺身包丁な

どよく切れる包丁で刺身に切り、キモで和えます。もう最高！酒は泡盛が最商。他の焼酎も

よい。白ワイン、清酒も可。ウイスキー、ビールはいけません。刺身に切る段階で大事な

ことは、よく切れる包丁をつかうことです。私はそのためにピカピカに砥いだ出刃と刺身

包丁を机の足元の道具箱にかくしてあります。ヒブダイは手に入れたけど包丁がない、と

いう方は電話してください。包丁を持ってとんでいきますから。
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入会の挨拶

国際交流基金

ジュニア専門家　　三浦雄一郎

6月に吉甘晩生の後作として赴仕して参りました。素晴らしい鼠色と…1並み、そしてな

によりも瀧かいマナド人の笑顔に触れ、赴任前の不安も全て柁憂であったことがすぐに分

かり、毎日の生活を楽しんでおります。

ここでの私の主な業務は、北スラウェシ州全域にある中等教育機関での日本語教育支援

です。インドネシアは全国的に高校の第二外国語として日本語を扱う機関が日に日に増し

ており、中等教育に限れば世界でも日本語教育先進国であると言えます。北スラウェシは

その中でも日本語科目の比重が高く、正課の選択科目としての日本語科目がある学校は高

校だけでも約60校に上ります。さらに、最近では中学校や小学校でも日本語を学ぶ環境

が、少ないながらも着実に増えてきています。日本語教育関係者が地域の在留邦人に占め

る割合が高いことも、現在のここでの日本語教育熱の高さを表しているのではないでしょ

うか。しかし、高校での日本語教育の歴史はまだ浅く、その地位は安泰というものではあ

りませんので、将来にわたって第二外国語の中核としてあり続けられるよ・うに一必修科目

となればなお良いのですが－お手伝いをしていきたいと思っています。

その一方で、学習の成果を発揮する場が北スラウェシに少ないのはまことに残念なこと

です。義務教育や、義務教育の延長にある高校で日本語という異国の言葉を学んでも、お

そらく大多数の学生は卒業後に日本語を使う機会がないかもしれません。でも言薬を使う

ことがなくても北スラウェシと11本は多くの点でつながりがありますし、文化的にも経済

的にも結びつきは今後いっそう強くなっていくはずです。

多くの学生にとっては「日本語」という科目も退屈な授業の一つに過ぎないかもしれませ

んが、自分自身の学生時代を思い出してみると、恥ずかしながら私はそのこせを批判でき

ません。しかし、「日本語」の授業は単にことばを学ぶだけではありません。まだ若い北ス

ラウェシの彼らが少しでも我々の園に興味を抱いてくれて、彼らの心に日本が残り、いつ

の日か双方に少しでも良い影響が生まれれば、私の業務の大半は達成されたといえます。

間接的なかかわりだけでなく、お互いに交流を図れる場や学んだことを仕事として生か

せる環境があれば申し分ありませんが、それは－・朝一・夕に解決できる問題ではありません。

労働の場を創出することは私にはできません。でも交流の場なら何とかなるかも知れま

せん。赴任中に少しでもそのような機会を提供できたらと思っています。みなさまにもご

協力をお願いすることがあるかも知れませんが、その折にはどうぞよろしくお願いいたし

ます。

任期のある短い滞在ですが、明るくて優しくて人懐っこいスラウェシの人たちと共に楽

しく過ごせたらと思っています。
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総領事館からのお知らせ

鳥インフルエンザの感染拡大

、1勺戊18年9月21日

在マカッサル日本国総領事館

1．9月7日、インドネシア保健大臣は、マカッサル市内（当地報道では具体的にｔｎＭａｃｃｉｎｉ

恥ｎｇａｈとされ、州議会議事堂に近い鳳ＵｒｉｐＳｕｍｏｈａｄ0の南側）に在住し、6月に死亡し

た14歳の少女が、鳥インフルエンザ（Ｈ5Ｎｌ）に感染していたことが確認された旨発

表しました。当地報道によると、南スラウェシ州では、これまでに疑われたケースは7例

ありましたが、いずれも陽性とはされなかったため、今回が初めて公式に確認された感染

者であり且つ死亡者ということになります。少女は家禽と接触しており、また、鳥インフ

ルエンザへの感染はまだ確認されていないものの、母親や姉も同じ目星鋸こ死亡したことが

報じられており、市街地で発生していることから感染の拡大が懸念されます。9月12日

現在、インドネシアにおける感染者数は65例、死亡者数は49例となり、世界最多とな

っています。

2．在留邦人の皆様におかれましては、以下のような点に充分に注意を心掛けてください。

（1）鳥類ｔこ近づかないこと。特に養鶏場、鶏を扱う市場、観賞用鳥屋、家禽類飼育家庭

及び動物園などへの不用意・無警戒な立ち寄りや接触を避けること。さらには、鳥類の死

体、内臓、排泄物への接触を絶対にしない。

（2）鶏肉や卵を調理する際に加熱する（ＷＨＯによると、ウイルスは適切な加熱により

死滅するとされており、一般的な方法として、食品の中心温度を70℃に達するように加

熱することを推奨しています）。

（3）念のため、人混みへの立ち入りは最小限にし、外出後には手洗い、うがいなどの通

常の感染症予防対策を励行する。

（4）マスク等の準備及び必要に応じた着用を心掛ける。

（5）高熱、頭痛、全身倦怠感、呼吸器症状等が出たら、ためらわず最寄りの信頼できる

医療機関で受診する。

3．今後の心構え

今後、ウイルスが変異して人から人への感染が始まると、短期間のうちに世界的に感染

が広がるおそれがあると指摘されています。人から人への感染が拡大すれば、交通手段が

大幅に制限されるなど、社会的に大きな影響が及ぶおそれもあります。皆様方におかれて

は、そのような状況に備え、以下の諸点を参考として、万一一一の時の際の心構えを持ち、今

後の対応を検討しておいて偵くようおすすめします。
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（1）当園における鳥インフルエンザ患者の治療体制

当国では、鳥インフルエンザの感染ないし感染の疑いが確認された場合は、政府によ

る指定病院が取り扱います。

（2）鳥インフルエンザに対する治療の聖状

（イ）人から人へ感染する新型インフルエンザが発生した場合、効果的な予防のための

ワクチシは現存していないと考えられており、また、新型インフルエンザに対応するワク

チンの開発には相当な時間がかかるといわれています。

（ロ）既存の一般的なインフルエンザの治療薬として処方される「タミフル」は、現存

の治療薬としては最も効果が高いと考えられています。当国においては、「タミフル」は政

府が一元管理することになっているため、一般市場での入手は困難な状況にあります（た

だし、現在、当国政府による全国の指定病院には政府備蓄分から一定量について供給され

ています）。

（3）航空機等の交通機関

当国で人から人への感染が発生した場合、世界への蔓延を防ぐため、人の移動及び物

資の流通が制限される可能性があり、場合によっては、航空機等の運航が停Ｌｌ二する可能性

があります。

（4）生活物資

物資の流通の制限により、生活物資の入手に支障をきたすおそれがあります。したが

って、万一に備え、普段より基本的生活物資（水、米等）の備蓄をおすすめします。

（5）出入国の制限

いずれの国も水際での防疫体制を強化することから、出入国が厳しく制限される可能

性があります（日本においても、防疫上の措置がとられますが、邦人に対し帰国自体を制

限することはありません）。

（6）出入国の準備

（イ）いつでも航空券が購入できるよう、米ドル等現金を準備しておくことをおすすめし

ます。（ロ）当国の滞在査証及び画人鳳許可等が失効していないかの確認、必要に応じて更

新等の手配を準備しておくことをおすすめします。

4．鳥インフルエンザ指定病院

インドネシア政府は、全国各地の主要病院を鳥インフルエンザに対応するための指定病

院としており、東インドネシア地域では以下のとおりです。

（1）北スラウェシ州　ＭａＬｌａｌａｙａｎｇ病院Ｊｌ．ＲａｙＥＬＭａｎａｄｏＴａｎａｈｗａｎｇｋｏ，Ｍａｎａｄｏ

ｔｅｌ：0431・853191／825635

（2）ゴロンタロ州　ＰｒｏｆＤｒｌＨ．ＡｌｏｅＳａｂｏｅ病院Ｊｌ．Ｔａｍａｎ．Ｐｅｎｄｉｄｉｋｎｎ，Ｇｏｒｏｎｔａｌｏ

ｔｅｌ：0435・8212128／822753

（3）中スラウェシ州　Ｕｎｄａｔａ病院鳳ＳｕｈａｒｓｏＮｏ．14，Ｐａｌｕ
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ｔｅｌ：0451・421270

（4）南スラウェシ州　Ｄｒ．ＷａｈｉｄｉｎＳｕｄｉｒｏｈｕ80ｄｏ病院言几ＰｅｒｉｎｔｉＳＫｅｍｅｒｄｅｋａａｎＫｍｌｌ，

Ｍａｋａｓｓａｒ ｔｅｌ：0411・584677

ＡｎｄｉＭａｋａｓａｕ病院Ｊｌ．ＮｕｒｕＳＳＳａｍａＷａｔｙ，ＰａｒｅＰａｒｅ

ｔｅｌ：0421－21823／22237

（5）南東スラウェシ州Ｋｅｎｄａｒｉ病院，Ｊｌ．ＲｕｍａｈＳａｋｉｔＵｍｕｍ，Ｋｅｎｄａｒｉ

ｔｅｌ：0401・321432／321733

（6）マルク州　　Ｍ．ＨａｕｌｕＳＳｙ病院Ｊｌ．Ｄｒ．Ｋａｙｏｄｏ，Ａｍｂｏｎ

ｔｅｌ：0911・344871／351118

（7）北マルク州　Ｔｂｒｎａｔｅ病院，Ｊｌ．Ｋｅ8ｅｈａｔａｎ，Ｔｂｒａｎａｔｅ

ｔｅｌ：092ト21281

（8）パプア　　Ｊａｙａｐｕｒａ病院Ｊｌ．ＫｅｓｅｈａｔａｎＮｏ．1，Ｄｏｋ．Ⅱ，Ｊａｙａｐｕｒａ

ｔｅｌ：0967－533516／533616

なお、在インドネシア日本国大使館ホームページ（ｈｔｔｐ：〟ｗｗｗｉｄ．ｅｍｂ・ｊａｐａｎ．ｇｏ．ｊｐ／）に

おいて、鳥インフルエンザに関する情報提供を行っていますので、以下のホームページと

併せ適宜活用ください。

○厚生労働省ホー・ムページ：鳥インフルエンザ関連情報

（アドレス：ｈｔｔｐ：〟ｗｗｗ．ｍｈｌｗ．ｇｏ．ｊｐ／ｂｕｎｙａ／ｋｅｎｋｏｌｌ／ｋｅｋｋａｋｕ－ｋａｎｓｅｎｓｈｏｕＯ2／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ）

○厚生労働省ホームページ：新型インフルエンザ関連情報

（アドレス：ｈｔｔｐ：〟ｗｗｗ．ｍｈｌｗ．ｇｏ．ｊｐ／ｂｕｎｙａ！ｋｅｎｋｏｕ／ｋｅｋｋａｋｕ－ｋａｎＳｅｎＳｈｏｕＯ4／ｉｎｄｅｘ．ｈｍｔｌ）

○検疫所ホームページ

（アドレス：ｈｔｔｐ：〟ｗｗｗ．ｆｏｒｔｈ．ｇｏ．ｊｐ）

○感染症情報センターホームページ

「インフルエンザハンデミックＱ＆Ａ」、ＷＨＯ発表リポートの和訳文　他

（アドレス：ｈｔｔｐ；／ｈｄｓｃ．ｎｉｈ．ｇｏ．ｊｐ／ｄｉＳｅａＳｅ／ａｖｉａｎ＿ｉｎｆｌｕｅｎｚａ／ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ）

ＯＷＨＯホームページ：鳥インフルエンザ発生最新情報他（英語）

（アドレス：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｗｈｏ．ｉｎｔ！ｃｓｒ／ｄｉｓｅａｓｅ／ａｖｉａｎ＿ｉｎｎｕｅｎｚａ／ｅｎｈｎｄｅｘ．ｈｔｍｌ）

○海外勤務健康管理センターホームページ

「海外派遣企業での新型インフルエンザ対策ガイドライン」

（アドレス：ｈｔｔｐ：〟ｗｗｗ．ｊｏｈａｃ．ｒｏｆｕｋｕｇｏ．ｊｐ／ｎｅｗＳ／060130ｈｔｍｌ）

○在マカッサル日本国総領事館

ＴＥＬ：0411－871030

ＦＡＸ：0411－853946

ｊ旦



編集後記

★石の上にも3年、水の中なら10年。われらが玲子さんと恵理ちゃんには長年の苦労の

甲斐があって明るい未来がひらけてきたようです。ＮｅｗＳＷｅｅｋの特集でとりあげる日本人

といえば総理大臣かノーベル賞受賞者くらいのものと思っていたので驚きました。ご両名

は当会の古参会員でありながら「タルシクス」の原稿をよこしてくれず、いつもにっこり

笑ってごまかしてきました。今回むりやりに原稿の催促をしたところ、うれしいニェース

がとびこんできたというわけです。「海外で活躍する日本人」というテーマで特集がくまれ

ています。お二人には今後とも精進をかさねられて大きく羽ばたいてくれることを期待し

ています。

★明るい話題の反面、西方から「鳥インフルエンザ」という暗雲がひろがってきました。

後藤総領事のご寄稿にもあるとおり、この国の保健衛生事情を考えた場合、この新型イン

フルエンザの発生は由々しい事態であるととらえるべきでしょう。マカッサル、ゴロンタ

ロまで来た以上はメナードを中心とするミナハサ地方一帯すでに汚染地域にはいったと考

えるのが妥当でしょう。会員の皆様にはマスコミ報道、総領事館便りなどに留意されるこ

とはもちろん、周囲の口コミニュースなどにも気を払われて、最善の防御対策をとられる

よう願います。

★真珠養殖界のホープ今泉さんは、はじめて会ったとき「バリから来た今泉です。どうぞ

よろしく」、二度目に会ったときは目じりを下げて「結婚しました。どうぞよろしく」、三度

目に会ったら更に目じりを下げて「子供がうまれました。どうぞよろしく」。エライ段取り

のいいことだと感心していたら今度は「老後のためにタテル村に家をタテルことになりま

した」ときました。30年後の老後のための家がどのようないきさつでタテラレルことに

なったか、詳しいことは本文をどうぞ。

☆トモホンの上杉先生からおまけ付きの原稿が届きました。おまけの原稿のウエンディさ

んは、トモホンの日本語研修センターの学生つまり上杉先生の教え子です。本号掲載の文

章は今年2月に書いたものとのことです。「今は漢字もたくさんおぼえましたからもっとう

まくかけます。また書かせてください。」と本人の弁です。

前号（第11号）上杉先生そして本号の三浦先生の寄稿文を読んで感じたことですが、日本

語指導の先生方には「こどもたちが日本語を勉強してもこれが実際にどれほど役にたっの

か」という懐疑、あるいはジレンマのようなものがつきまとっているような気がします。

少し偉そうなことを言わせてもらいますが、先生方にはそのような枝美のことを気にせず

にバリバリやってください。日本人の国語教師が北スラウェシまで来て日本語の指導にあ

たるというのは、単に日本語の普及とか、あるいは実効性とかそのようなケチな次元の問

題ではないのですから。

☆東京の羽根井さんからシーラカンス関連レポートがとどきました。これは第10号に掲

載されたレポートの続編になります。シーラカンスの生の姿が撮られたことには（第2例日
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であるにしても）私でも興奮します。私の本職は漁師でありますから興奮の質が問題であり

ますが、はやる気持ちは理性でなんとかおさえられるとおもいます。羽根井さんにはいつ

ものように表紙絵もおくってもらいました。

東京の石野さん御前崎の川口さんからも貴重なレポートがとどきました。今後ともよろ

しくお願いいたします。
が

次号は来年4月発行のよていです。今回原稿が間に合わなかった方、連絡のつかなかっ

た方は、次回によろしくねがいます。

長崎

3年



会員名簿 

 

 

会報「タルシウス」電子版では不特定多数の方が閲覧するため、 

セキュリティ上の観点より会員名簿は非公開とすることとしました。 

（2014 年 04 月 20 日） 

 

 

上記理由により会員名簿が非公開になりましたことをご了承ください。 

●会報タルシウス（製本版）には従来通り名簿は掲載されます。 

●各会員に対しましての個別の、または、尋ね人などのお問い合わせは、 

直接日本人会へお問い合わせください。 

該当会員に連絡後、会員より直接連絡するか該当会員の同意のもとで、 

連絡先をお知らせすることといたします。 

 

 


